農地の貸し借り
について
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丹波市農林振興課
　「農地の管理をこの先どうしよう・・・」という不安や、「農地を借りて経営規模を拡大したいけれど・・・」という希望がある人がいます。
このような場合には、農業経営基盤強化促進法に基づく、利用権設定等促進事業で貸し借りをすれば安心で、手続きも簡単です。


①　農地を貸しても農地法の許可はいりません。
②　貸した農地は期限がくれば、離作料を支払うことなく必ず返ってきます。
利用権の再設定により継続して貸すこともできます。

①　経営規模の拡大が図れます。
②　農地を借りても農地法の許可はいりません。

利用権設定期間は原則として年単位で、１、３、６、１０年間が目安となっています。







市では、利用権設定申出書により、「農用地利用集積計画」を作成し、農業委員会の決定を経て、公告を行います。この公告によって利用権が設定され、正式に契約が成立します。公告は毎月行います。

農業経営基盤強化促進法による利用権設定は、契約期間の満了により自動的に利用権が所有者に戻ります。引き続き、農地の貸し借りをする場合は、改めて利用権設定申出書を提出していただく必要があります。

貸し借りの期間中に利用権の設定を解約する場合は、解約手続きを行う必要があります。詳しくは、農林振興課までお問い合わせください。

　貸し借りの期間中に借り手の変更をする場合、現在の借り手との利用権設定を解約した後に、改めて新たな借り手との利用権設定申出書を提出していただく必要があります。

　利用権の設定が終期を迎える農地については、市から約３ヶ月前に終期のお知らせをいたします。合わせて改めて利用権設定を行うための利用権設定申出書の用紙も送ります。（念のため、貸し手・借り手の双方に同じ内容をお知らせします。）
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